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１．調査の目的 

本業務は、昨年度実施した「準天頂測位実用システムに関する調査（その１）」の成果を踏

まえて、準天頂衛星の搭載機会を活用する高精度測位実験システムの開発成果の実用化に際し

て国のあり方を検討するため、関連情報を収集整理分析し、高精度測位実験システムの開発お

よびその利用促進に資するものである。 

 

 

２．調査研究成果概要  

（１）調査方法 

国内外の最新文献、論文を収集・整理・分析するとともに、専門課、有識者への面接調査を実施した。 

 

（２）調査の内容 

調査内容は以下の通りである。 
① 米国及び欧州の測位衛星に関する調査 
米国および欧州の測位衛星に関し、歴史的経緯も踏まえ、国の政策及び制度上の位置つけ

を調査。 

② 測位衛星システムのインフラストラクチャとしての要件整理 
上記の調査結果をもとに、測位衛星システムが我が国のインフラストラクチュアとなりう

る要件を整理した。整理に際しては有識者のレビューを活用する。 
③ 位置および時刻情報提供の行政サービスのあり方に関する検討 

我が国として、航法支援、位置情報提供および時刻情報提供の行政サービスのあり方を複

数のオプションを想定して検討した。 
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